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年
頭
の
ご
挨
拶

　  

福
寿
園
・
さ
く
ら
荘
施
設
長

　
　
　
　
大　

内　

敏　

文

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
５
年
を
迎
え
た

先
月
11
日
、
各
地
で
追
悼
の
行
事
が
行
わ

れ
、
当
福
寿
園
で
も
14
時
46
分
、
地
震
や

津
波
、
原
子
力
災
害
の
犠
牲
に
な
っ
た

人
々
に
哀
悼
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
５
年
で
震
災
も
原
発
事
故
も

少
し
ず
つ
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

当
福
寿
園
の
待
機
者
は
、
震
災
前
２
３

０
人
ほ
ど
で
し
た
が
、
現
在
４
８
０
人
と

な
り
、
入
所
を
待
つ
方
は
年
々
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
順
位
は
、
各
施
設
３
か
月
ご
と
に
待
機

者
の
状
況
か
ら
順
位
を
付
け
、
施
設
職
員

と
外
部
委
員
で
構
成
す
る
入
所
検
討
委
員

会
に
お
い
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
３
月
に
開
催
し
た
入
所
検
討
委
員

会
に
提
出
さ
れ
た
男
性
の
上
位
待
機
者
10

人
の
中
に
、
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
他
県
の
病
院
や
福
祉
施
設

を
利
用
し
な
が
ら
申
し
込
み
を
し
て
い
る

高
齢
者
が
３
人
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

丸
５
年
が
経
過
し
た
今
も
、
相
双
地
域

で
生
ま
れ
育
っ
た
80
、
90
歳
代
の
高
齢
者

が
故
郷
に
帰
れ
な
い
現
実
が
続
い
て
い
る

の
で
す
。
仮
設
住
宅
の
高
齢
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
「
仮
設
で
は
死
に
た
く
な

い
」
と
の
言
葉
は
、
心
の
底
か
ら
の
叫
び

に
聞
こ
え
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
ま
す
。

１
日
も
早
い
故
郷
へ
の
帰
還
を
願
い
、

本
当
の
復
興
が
訪
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
誓
う
新
年
度
で
す
。
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野馬追 敬老会

雛
祭
り

3
月
3
日（
木
）、
琴
名
流

大
正
琴
「
ひ
ま
わ
り
会
」
様

よ
り
雛
祭
り
に
合
わ
せ
、「
う

れ
し
い
ひ
な
祭
り
」
を
、
他

に
も
「
さ
ざ
ん
か
の
宿
」「
北

国
の
春
」
等
の
な
じ
み
の
曲

を
披
露
い
た
だ
き
、
ご
利
用

者
の
皆
さ
ん
は
大
正
琴
の
音

色
に
癒
さ
れ
つ
つ
、
歌
を
口

ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

▼

歌の集い ▼
毎月第２水曜日に南
地区福祉委員会様にご
協力をいただき、歌の
集いを行っています。
童謡、歌謡曲、演歌等
を楽器（タンバリン・
鈴・マスカラ）も交えながら楽しく唄っています。▼

お 茶 会 ▼

毎月１回、「カラオケ」で歌うことが大好きな方
と歌わないけれども聴くことが楽しみな方とでお
茶会を開いています。参加率が高い行事なので新
年度も継続してまいります。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ク ラ ブ 紹 介

原
町
東
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

こんにちはっ

ですです!です!
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野馬追
敬老会

２月３日は「節分（せつぶん）」。節分とは「季
節の変わり目」を意味します。昔は、「せち分か
れ」といって、立春・立夏・立秋・立冬の、季節
の始まりの日の前日を節分といいましたが、現在
では冬から春になる立春の前日の２月３日だけが
「節分」として残りました。悪いものを追い出し
て、素晴らしい春を迎えるために、春の節分だけ
が行事として残ったと言われています。
さて、節分には欠かせない豆まき。豆をまく理
由は諸説ありますが、豆には邪気を払う力があ
り、季節の変わり目には鬼が出ると言われていた
ため、豆の持つ「邪気払いの力」を頼りにしたと
考えられています。また、必ず「炒った豆」を使
うのは、「豆＝魔目」を「炒る＝射る」ことで鬼
をやっつける意味があります。

ケアハウスさくら荘

福寿園デイサービス

特別養護老人ホーム
福 寿 園



� � � � � � ����������������	
��
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


	
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�


�
��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

福
寿
園
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

か
け
は
し
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野馬追 敬老会

　笹原めぐみ　福寿園に入職して一年が過ぎま
した。高校を卒業し、社会を知らない私に優しく指
導して下さった先輩職員には感謝の気持ちでいっぱ
いです。入職した当初は業務を覚える事で精一杯で
した。しかし今ではご利用者との関わりを持つ時間
が増えています。ご利用者と何気ない会話をすること
が楽しく、名前を呼んで頂けるととても嬉しいです。
介護は大変な仕事だけれど毎日が充実していて、
この職業を選んで良かったです。あっという間に過
ぎてしまった一年ですが、経験させていただいた事
を活かし、これからも知識を増やしてご利用者のお
役に立てるよう頑張っていこうと思います。

　青木　沙樹　一年を振り返って、この仕事は
自分にあっているのだろうかと不安になる事が沢山
ありました。誰かの役に立ちたいという思いで入職
しましたが、想像していたより大変な毎日でした。
ご利用者との関わり方・業務内容に追いつかず、
日々勉強でした。未だに教わる事・学ばなければな
らない事がありますが、ご利用者から「ありがと
う」と言葉を掛けられると、今まで頑張って来てよ
かった、これからも頑張って
いこうという気持ちになりま
す。今ではこの仕事にとても
やりがいを感じています。

　時杉　　唯　小さい頃から誰かの役に立ちたい
という思いが強く、介護の仕事を選びました。介護の
仕事を選んだ時に友人に「介護って大変な仕事なのに
よく選んだね。」と言われました。実際私も続くだろう
か不安に思うことばかりでした。しかし、働いてみる
と大変だと思うことはもちろんありますが、その反面、
ご利用者から「ありがとう」と言われた時に「この仕
事を選んで本当によかった」と心の底から思います。
早くも入職してから一年が経ちます。
先輩方には、いつも迷惑をかけてばかりですが、
これからも笑顔で頑張っていきますので、どうぞよ
ろしくお願いします。

　大須賀浩美　福寿園に入職し、早一年が経ち
ました。業種が違う介護職に転職して最初は仕事の
内容を覚えるだけで精一杯。ご利用者一人ひとりの
状態まで把握することができませんでした。しかし
徐々に仕事にも慣れ、楽しさを感じる事ができるよ
うになりました。ご利用者から温かい言葉を頂くと
励みになります。日々勉強の連続で、覚える事がた
くさんあります。先輩職員に助けられ、励まされて
きた一年でした。
まだまだ知識も技術も無い私ですが、向上心を
持って業務に取り組み、少しでも多くのご利用者に
笑顔で接していきたいと思います。

特養職員特養職員 …  … 一年一年を経験して経験して特養職員 … 一年を経験して

です!

愛
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日
差
し
の
暖
か
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
昼
夜

の
気
温
差
が
大
き
い

４
月
。

新
生
活
な
ど
で
環
境
が
変
わ
っ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

春
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。
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野馬追 敬老会

２月27日（土）、午前８時50分、お揃いの黄色いジャン
パーを着て『あぶくま信用金庫　有志職員』25名の方が、
今年もボランティアに来ていただきました。震災前から
夏祭りで焼き鳥を焼いたり飲み物の販売等の協力の他
に、冬場には窓拭きの協力をいただいています。
今年はインフルエンザ感染予防の為、ご利用者のご家
族へも面会を控えていただいていたこともあり、中庭３
か所の外窓の窓拭きをお願いしました。毎年来ていただ
いていることもあり、「今年はあそこの窓を拭かなくても

いいんですか？」と、高窓も脚立を使って手
際よく掃除をしていただきました。まさに
地域に根差した信用金庫です。ありがと
うございました。
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